
 

●2010年頃から

EUおよび国連、

国際市民社会の

間では、工業的大規模農業が社会

や環境にもたらす弊害、農場外資

源に依存する経済的不安定性が指

摘され、小規模・家族農業を積極

的に支援する農政へと舵を切って

います。EUでは、SDGsや 2050年

の脱炭素化という国際的アジェン

ダと歩調を合わせて、今まで以上

に生態系と調和した農業・食料シ

ステムへの転換が加速化されてい

ます。小規模・家族農業は、単収は高く、温室効

果ガスの排出削減、炭素貯留、雇用創出、過疎化

の抑制等の効果も確認され、気候危機と新型コロ

ナ感染症を受けて、過去 30年余りにわたって支配

的であった新自由主義的価値観が大きく見直され

つつあります。 

今、世界の食料生産額の 8割以上を占めるのが

家族農業であり、食料の安全保障という点に加え

貧困の撲滅、飢餓の解消、生物多様性の保全、環

境の持続可能性の達成など、様々な面から、重要

な役割を担っています。 

●本県農業

に占める家

族経営体の

割合は約

97％。 

家族経営体

の経営維持、

発展を図る

ことが、本

県農業の持

続的な発展、

中山間地域活性化には不可欠です。読者の皆さん

のご参加をお願いいたします。 
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